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研究成果の概要： 
チミジンホスホリラーゼ(TP)の活性は正常組織に比べて癌組織中で亢進する。本研究では増殖

糖尿病網膜症における増殖組織中での TP の発現について、硝子体手術の際に摘出された増殖膜

を用いて TP を免疫組織化学的に検討し、臨床所見との関連を検索した。その結果、TP は活動

性の高い症例の増殖膜で発現しており、増殖糖尿病網膜症の血管新生に関わっている可能性が

示された。 
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2007 年度 2,000,000 600,000 2,600,000 
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年度  

  年度  

総 計 3,500,000 1,050,000 4,550,000 

 
 
研究分野：医歯薬学 
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キーワード：増殖糖尿病網膜症、チミジンホスホリラーゼ、血管新生、免疫組織化学染色、 

網膜 
 
１．研究開始当初の背景 
チミジンホスホリラーゼ(TP)の活性は正常
組織に比べて癌組織中で亢進し、眼内血管新
生病変のひとつである脈絡膜新生血管にお
いても、摘本出標本でその存在が確認され、
特にマクロファージと血管内皮細胞で強く
発現するという結果が得られている。 
 
 
２．研究の目的 
本研究では増殖糖尿病網膜症における増殖

組織中での TP の発現について、硝子体手術
の際に摘出された増殖膜を用いて TP を免疫
組織化学的に検討し、臨床所見との関連を検
索することにより、増殖糖尿病網膜症におけ
る血管新生と TP の関連を検索した。 
 
 
３．研究の方法 
増殖糖尿病網膜症における増殖組織中での
TP の発現について、硝子体手術の際に摘出さ
れた増殖膜を用いて TP を免疫組織化学的に



検討した。対象は増殖糖尿病網膜症の７例７
眼（男性４例、女性３例）、年齢は 43歳 5 ヶ
月から 59歳５ヶ月で平均年齢は 52歳 3ヶ月
であった。摘出した検体を 10％ホルマリン液
にて固定し、パラフィンブロックとし、厚さ
3μmにて薄切標本を作製し、免疫組織化学染
色およびヘマトキシリンエオジン染色を行
った。 
 
 
４．研究成果 

抗チミジンホスホリラーゼ抗体を用いた免

疫染色では７症例中 5 例（71.4％）に TP の

発現が認められた（図．矢印）。 

 

TP 発現細胞率は、0％から 30％まであり平均

は 13.6％であった。発現率が 20％以上の症

例を A群（3例）、それより少ない物を B群（4

例）とし、眼底出血、術後視力の改善度、増

殖膜の線維化率について比較検討した。眼底

が透見できない様な強い硝子体出血を伴う

症例は、A群 2例（67％）、B群 1例（ 25％）

に認められた。術後 1 ヶ月時点で術前より 2

段階以上の視力改善を認めた症例は、A 群 3

例（100％）、B群 1例（ 25％）に認められた。

また増殖膜の線維化率の平均値は、A群 50％、

B群 80％で有意差を認めた（P＜0.05）。これ

らより、TP は強い硝子体出血を伴う活動性の

高い症例の増殖膜に発現し、硝子体手術を行

っても視力の改善が見込めないほど病態が

進行した症例の増殖膜は線維化が進んでお

り、TP の発現もほとんど認められなかった。

これらより TP が増殖糖尿病網膜症の血管新

生に関わっている可能性が示され、また TP

に対する阻害薬が増殖糖尿病網膜症に対す

る治療薬となる可能性も示された。 
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